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TANAKA Kiyoji ＊ , SASAI Hiroyuki ＊＊， ＊＊＊ and HANAMOTO Masato ＊＊＊＊
Abstract
Purpose: This single-case study tested whether competing against professional bowlers affected ten-pin bowling scores in 
an experienced amateur bowler.
Methods: A 64-year-old male amateur bowler, with 22 years of experience and a self-reported average score of 
approximately 200, participated in this study. Scores on 290 games were recorded from April to August 2016. Information 
on presence or absence of professionals, throwing arm (left or right), bowling alley (alleys A–F), and the number of games 
per day (1–6) was also collected for each game.
Results: The overall average score [standard deviation] was 206 [28]. Scores achieved with the dominant right arm (n = 
133, mean = 208 [26]) were slightly higher than those with the left arm (mean = 205 [30]). Scores achieved while playing 
with professionals (n = 31, mean = 184 [24]) were significantly lower than those without professionals (mean = 209 [28]). 
After adjustment for throwing arm, bowling alley, and number of games per day, presence of professional bowlers was 
significantly associated with lower bowling score (β = –18.8, P = 0.03).
Conclusion: This study demonstrates that scores for an experienced male bowler are strongly influenced by the presence 
of professional bowlers. This suggests that assessing factors associated with ten-pin bowlers’ scores could lead to 
performance improvements that could potentially enhance enjoyment while playing this sport for health promotion.
Key words:   Ten-pin bowling, professional bowlers, single-case design
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本研究の対象者は右利きの 64 歳男性 1 名であり、
対象者の身長は 168 cm、体重は 65 kg、body mass 
index（BMI）は 23.0 であり、標準的な体格であっ




対象者は、ボウリング歴 22 年、2016 年 1 月時点
での申告平均スコアが約 205（利き腕、右）および
約 200（非利き腕、左）と両側腕での投球を高度に
実践できる熟練者であり、週 3 回程度、1 回の平均
6 ゲーム程度の投球を実践する習慣者であった。過
去 1 年間の投球腕は左が 7 割であり、ストライク
ボールの重さは 15 または 16 ポンド、スペアボール
の重さは 15 ポンドであった。苦手に感じるピンは
右が 10 番ピン、左が 7 番ピン、得意に感じるピン
は両側腕ともに 5 番ピンおよび 1 番ピンであった。
なお、公認パーフェクト回数は右が 3 回、左が 0 回
と自己報告している（表 1）。
3．試合記録に基づく測定値




（一部は練習会）で投球した際のスコアを 0 ～ 300
の間で記録した。その他の関連情報として、投球腕
（左右）、ボウリング場（A、B、C、D、E および F）




































では、左 （205 ± 30） に比べ右 （208 ± 26） でスコ
アが高かった。場所による違いについては、ボウ




1 回の平均ゲーム数、G 6 
申告平均スコア
右（利き腕） 205 
左（非利き腕） 200  
過去 1 年間の投球腕（左：右） 7：3 
ストライクボールの重さ、ポンド 15, 16（12 種類）  









分類変数 ゲーム数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
投球した腕
 左 157 205 30 95 278 
 右 133 208 26 149 300 
場所
ボウリング場 A 74 204 29 95 257 
ボウリング場 B 143 208 26 133 300 
ボウリング場 C 12 173 23 152 221 
ボウリング場 D 32 216 28 162 267 
ボウリング場 E 20 211 33 149 278 
ボウリング場 F 9 189 15 172 208 
プロボウラーとの競争
競争なし 259 209 28 95 300 
 競争あり 31 184 24 149 236 
1 日のゲーム 
1 ゲーム目 80 209 28 159 274 
2 ゲーム目 80 204 29 133 300 
3 ゲーム目 80 210 28 154 279 
4 ゲーム目 40 195 28 95 278 
5 ゲーム目 8 208 20 191 254 
6 ゲーム目 2 224 28 204 244 
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の内省を加味して考察を進めている。内省の手続き










では、左 （205 ± 30） に比べ右 （208 ± 26） でスコ
アが高かった。場所による違いについては、ボウ




1 回の平均ゲーム数、G 6 
申告平均スコア
右（利き腕） 205 
左（非利き腕） 200  
過去 1 年間の投球腕（左：右） 7：3 
ストライクボールの重さ、ポンド 15, 16（12 種類）  
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 左 157 205 30 95 278 
 右 133 208 26 149 300 
場所
ボウリング場 A 74 204 29 95 257 
ボウリング場 B 143 208 26 133 300 
ボウリング場 C 12 173 23 152 221 
ボウリング場 D 32 216 28 162 267 
ボウリング場 E 20 211 33 149 278 
ボウリング場 F 9 189 15 172 208 
プロボウラーとの競争
競争なし 259 209 28 95 300 
 競争あり 31 184 24 149 236 
1 日のゲーム 
1 ゲーム目 80 209 28 159 274 
2 ゲーム目 80 204 29 133 300 
3 ゲーム目 80 210 28 154 279 
4 ゲーム目 40 195 28 95 278 
5 ゲーム目 8 208 20 191 254 
6 ゲーム目 2 224 28 204 244 
24 田中喜代次・笹井浩行・花本正登
ウリング場 A （204 ± 29） や B （208 ± 26）、D （216 
± 28）、E （211 ± 33） で、スコアが高い傾向にあっ
た。プロボウラーとの競争の有無別では、競争なし 
（209 ± 28） に比べて、競争あり （184 ± 24） でスコ
アが 25 点低かった。1 日のゲーム順による比較で
は、ゲーム数が 2 ゲームと少ないものの、第 6 ゲー
ム目 （224 ± 28） が最もスコアが高く、次に第 3 ゲー
ム目 （210 ± 28） が高かった。一方、第 4 ゲーム目 









参照群としたボウリング場 A に比べて D で 11.3 点
スコアが有意に高いことが示された。1 日のゲーム
順については、参照群とした第 1 ゲームに比べて第






































偏回帰係数 標準誤差 P 値 
投球腕（左腕を参照）
  右腕 2.0 3.2 0.53 
場所（ボウリング場 A を参照） 
ボウリング場 B 4.7 3.9 0.22 
ボウリング場 C -14.0 12.0 0.24 
ボウリング場 D 11.3 5.7 0.048 
ボウリング場 E 9.3 6.8 0.17 
ボウリング場 F 1.2 13.0 0.93 
プロボウラーとの競争（競争なしを参照）
 競争あり -18.8 8.8 0.03 
1 日のゲーム（第 1 ゲームを参照群） 
2 ゲーム目 -4.7 4.2 0.26 
3 ゲーム目 1.2 4.2 0.78 
4 ゲーム目 -16.3 5.2 0.002 
5 ゲーム目 -3.1 10.0 0.75 
6 ゲーム目 22.6 19.6 0.25 
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るベテランのアマチュア選手は、所有している多
数のボール（10 ～ 20 個）の中から、その時のレー
ンコンディションに合ったボールを選択している。

















に合わせて 5 ～ 7 種類程度のパーツ（裏面の一部分）









































人物を対象に 2008 年 8 月～ 2009 年 2 月に記録さ
れたスコアの決定要因を解析した先行研究 9）では、


































数のボール（10 ～ 20 個）の中から、その時のレー
ンコンディションに合ったボールを選択している。

















に合わせて 5 ～ 7 種類程度のパーツ（裏面の一部分）









































人物を対象に 2008 年 8 月～ 2009 年 2 月に記録さ
れたスコアの決定要因を解析した先行研究 9）では、






















































の後の大会 4 ゲーム目 （実質 5 ～ 6 ゲーム目） あた
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